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2

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義・演習

2 ／ 講義・演習

3 ／ 講義・演習

4 ／ 講義・演習

5 ／ 講義・演習

6 ／ 講義・演習

7 ／ 講義・演習

8 ／ 講義・演習

9 ／ 講義・演習

10 ／ 講義・演習

11 ／ 講義・演習

12 ／ 講義・演習

13 ／ 講義・演習

14 ／ 講義・演習

15 ／ 講義・演習

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

「ECO業界で役立つ基礎生物　株式会社滋慶出版」「動物年表で知るアニマルヒストリー　株式会社滋慶出版」

栄養学について④ 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。

栄養学について① 講義範囲を予習・復習する。

栄養学について② 講義範囲を予習・復習する。

栄養学について③ 講義範囲を予習・復習する。

温暖化、酸性雨、オゾンホール、エコロジー関
連の国際条約を説明できる。

試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

動物の進化とゲノムDNAの進化を説明でき
る。 講義範囲を予習・復習する。

イエイヌの歴史、人間と家畜の歴史、動物の
仕事に携わる基としての倫理を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

遺伝、繁殖、イヌとネコの交配を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

DNA・遺伝子・ゲノム、体細胞クローン動物、
外来種、絶滅危惧種を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

温暖化、酸性雨、オゾンホール、エコロジー関
連の国際条約を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

光合成・食物連鎖、血液の役割・成分・生成、
消毒・滅菌を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

ズーノーシス、濃度計算と希釈法、バイタル
サイン、生体防御システムを説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

エイズと免疫、アレルギーと免疫、ワクチンと
免疫、外分泌と内分泌、代謝を説明できる。 講義範囲を予習・復習する。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・テクノロジー科

教員の略歴 麻布大学大学院博士課程修了（獣医学博士） ブルークロス動物病院院長

授業の学習内
容

動物に関する勉強をする場合の生物学的基礎知識を理解することを目的としている。

到達目標　
この科目を受講した学生が、基礎生物学の知識を身につけることにより、動物業界で活躍する人材になることを目
標としている。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

担当教員 髙山清次

(Basic Animal Study ) 授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

前期

1

開講区分

科目名
（英）

アニマルベーシック
必修
選択

必修選択 年次



30 開講区分

2

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 〃

3 ／ 〃

4 ／ 〃

5 ／ 〃

6 ／ 〃

7 ／ 〃

8 ／ 〃

9 ／ 〃

10 ／ 〃

11 ／ 〃

12 ／ 〃

13 ／ 〃

14 ／ 〃

15 ／ 〃

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

テスト 〃

まとめ 〃

ハリネズミについて理解し管理できる 〃

フェレットについて理解し管理できる 〃

フクロモモンガについて理解し管理でき
る

〃

プレーリードックとジリスの管理について
理解できる

〃

シマリスについて理解し管理できる 〃

ハムスターについて理解し管理できる 〃

チンチラの管理、ウサギについて理解できる 〃

ウサギの管理、リス科動物について理解
できる

〃

プレーリードックとジリスについて理解で
きる

〃

モルモットについて理解できる 〃

モルモットの管理、デグーについて理解でき
る 〃

デグーの管理、チンチラについて理解できる 〃

飼養管理に対する責任について理解す
る

ノート整理とまとめ

教員の略歴 競走馬牧場、乗馬クラブ、総合ペットショップ、移動動物園、の勤務経験ありNPO法人生態科学研究所副理事

授業の学習内
容

身近な哺乳類について分類や品種、習性や体の特徴などを知ることで正常な状態なのかを知り適正飼育ができる
ように学ぶ
またその動物の病気や飼育環境についても学び飼育に生かす

到達目標　
・動物について学び適正飼育ができるようになる
・動物たちについて理解しようとする、努力ができる
・正常を知って異常に早く気づき、適切に報告や対応、検証ができるようになる

評価方法と基準 授業内評価：40％　　定期試験：60％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

長嶺 幸介

授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

年次 1 担当教員

学科・ｺｰｽ エコ・テクノロジー科

科目名　　　　　　　　　　　　　動物の健康管理
（英）　　　　　　　　（Health Management of Animals）

必修
選択

必修選択



30 開講区分

2

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 講義

15 ／ 講義

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

【嗅覚】　動物の聴覚のしくみを理解する。 動画視聴

【味覚】　動物の味覚のしくみを理解する。 動画視聴

【総括授業】総括授業を行う。 レポート課題

【視覚４】　眼以外の視覚(松果体・赤外線感
知) 動画視聴

【聴覚１】　動物の聴覚のしくみを理解する。 動画視聴

【聴覚２】　動物のエコ-ロケーションのしくみを
理解する。 動画視聴

【視覚１】　眼の構造と機能について理解す
る。 動画視聴

【視覚２】　色覚のしくみについて理解する。 動画視聴

【視覚３】　動物たちの行動と色覚との関係を
理解する。 動画視聴

【循環器系１】　心臓構造と血液循環について
理解する。 動画視聴

【循環器系２】　循環系の検査方法(心拍数・
血圧・心電図)について理解する。 動画視聴

【中枢神経系】　脳の役割と検査方法(脳波)に
ついて理解する。 動画視聴

【骨格系１】　骨格の構造と機能を理解する。 動画視聴

【骨格系２】　Caイオンと骨の関係を理解す
る。 動画視聴

【骨格系３】　動物たちの行動と骨格のしくみ
の関係を理解する。 動画視聴

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・テクノロジー科

教員の略歴
農学博士、近畿大学農学部水産学科非常勤講師。環境省(財)環境科学総合研究所にて高濃度のCO2および農薬が生物に及ぼす影響について研究。海外での環境保全・
野生動物保護活動を行う(アルゼンチン国立ラプラタ大学にてラプラタ川の生物調査、カンボジアのメコン川およびボルネオのキナバタンガン川に生息するカワイルカの調
査と保護活動) 。

授業の学習内
容

動物園など動物飼育の仕事において、専門知識や技術をもつ人材を養成するだけでなく、根底にある動物達の解
剖学的・生理学的要因を学ぶ。動物の体のしくみについての基礎的知識を習得し、これから実施していく動物園な
どでの業界研修のときにに必要とする知識を習得することを目的とする。

到達目標　
受講者は、この授業を履修することによって、動物を仕事で扱う際に何か問題が起きたとき、その動物がなぜその
ようになっているのか？　その問題の根底にある原因を考えられるようになることを目標とする。

評価方法と基準 試験40%、出席60%

授業計画・内容

担当教員 石田義成

(  Anatomy and Physiology of Animals ) 授業
形態

講義、演
習

総時間
（単位）

前期

1科目名
（英）

動物の体のしくみ
必修
選択

必修選択 年次



30 開講区分

　（　2　）

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 講義

15 ／ 講義

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

中間テスト前の授業を復習する エコ検定過去問題集で復習

中間テスト 試験範囲の予習と対策

テストの振り返りと自己評価する 不正解問題の訂正

土壌と森林について学ぶ１
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

土壌と森林について学ぶ２
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

熱帯雨林について考える Teams による感想レポートの提出

海洋のしくみと環境問題を学ぶ
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

屋内アクテビティを体験する Teams による感想レポートの提出

水循環と環境問題を学ぶ
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

宇宙のしくみと地球の歴史を知る
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

大気にまつわる環境問題を学ぶ
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

大気にまつわる環境問題を学ぶ
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

なぜ環境問題を学ぶのか知る エコ検定試験について調べる

環境問題の歴史を知る
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

SDG’ｓを知る
エコ検定テキストとTeams による
授業おさらいクイズで復習

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

教員の略歴

授業の学習内容

主にeco検定（環境社会検定試験）テキストを教材とし、一般常識として地球のしくみや、人間
の歴史を通じて環境問題を考え、次世代型環境教育ビジネスに活かせる知識や技術を習得
する。

到達目標　

地球環境や自然保護についての基礎知識を学ぶ。
動物や自然を通して自分の考えを伝える技術を身につける。
SDG’ｓや国際条約などの取り組みを理解し具体的に支援していく。
グローバル社会に対応するための社会人育成。

評価方法と基準

筆記テストにおける理解力チェックと、発表による評価
Teams による「授業おさらいクイズ」など課題の提出
筆記テスト80％、授業内評価20％

授業計画・内容

アフリカ野生生物管理大学卒業、ケニア・プロサファリガイド、青年海外協力隊、環境教育活動家

担当教員 加藤直邦

(英) (Environmental Study for Next GenerationⅠ ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

学科・専攻 エコ・テクノロジー科

科目名 次世代の環境教育Ⅰ
必修
選択

必修選択 年次 1



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 定期試験

15 ／ 講義

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

飼育ハンドブック、野生動物学、鳥展図録、等必要に応じて随時使用　　　飼育室の動物たちに協力してもらうことあり

疾病について理解する 授業ノートのまとめと復習

筆記試験

補足説明と復習をし、基本的事項を理解できる授業ノートのまとめと復習

感覚器について理解する 授業ノートのまとめと復習

繁殖生理と雌の生殖器について理解する 授業ノートのまとめと復習

雄の生殖器について理解する 授業ノートのまとめと復習

泌尿器について理解する 授業ノートのまとめと復習

呼吸器と呼吸システムについて理解する 授業ノートのまとめと復習

循環器について理解する 授業ノートのまとめと復習

骨格について理解する 授業ノートのまとめと復習

趾の違いについて理解する
嘴の多様性について理解する

授業ノートのまとめと復習

消化管について理解する 授業ノートのまとめと復習

鳥類の分類とb飛ぶための進化について理解
する

授業ノートのまとめと復習

羽の構造と特徴について理解する 授業ノートのまとめと復習

羽の手入れについて理解する 授業ノートのまとめと復習

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・テクノロジー科

教員の略歴 競走馬生産・イヤリング牧場、乗馬クラブ、総合ペットショップ、移動動物園の勤務経験あり、NPO法人生態科学研究機構副理事長

授業の学習内
容

鳥類、爬虫類、両生類は、多様な分類にわかれ、多くの種が存在する。また、飼い鳥では多くの品種が作出されて
いる。
生息範囲は広範囲にひろがり、様々なニッチに存在する。展示動物、愛玩動物、産業動物、実験動物などあらゆ
る分野で扱う動物である。基本的な生態や解剖学的知識、感覚器官や行動などを学び、飼養管理の基本を学ぶ
授業である。

到達目標　

・進化について基本的なことを理解する
・体のしくみを理解する
・習性や行動を含めた生態を理解する
・基本的な取り扱い方法を理解する

評価方法と基準 定期試験(60点以上で合格)

授業計画・内容

担当教員 長嶺幸介

(    Birds/Reptiles/Amphibians    ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

後期

1科目名
（英）

鳥類/爬虫類/両生類学
必修
選択

必修選択 年次



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義、演習

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

テスト前まとめ 予習、復習を行う

試験

振り返り

鳥類について説明できる 予習、復習を行う

哺乳類までの進化を説明できる 予習、復習を行う

哺乳類の進化と大陸プレート移動につい
て説明できる

予習、復習を行う

進化の大きな流れを説明できる 予習、復習を行う

動物園にて実際に見学し、学ぶ 予習、復習を行う

哺乳類、恐竜について説明できる 予習、復習を行う

魚類について説明できる 予習、復習を行う

両生類について説明できる 予習、復習を行う

羊膜類について説明できる 予習、復習を行う

原始地球、生命の始まりを説明できる 予習、復習を行う

動物、植物の誕生を説明できる 予習、復習を行う

脊椎動物について説明できる 予習、復習を行う

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・テクノロジー科

教員の略歴 獣医師、仙台市動物管理センター、八木山動物公園、太白保健所、食肉衛生検査所勤務を経て動物系専門学校兼任講師

授業の学習内容 常に変化してきた地球上で生息してきた動物の進化と現在の動物の生態を結び付けられるように理解を深める

到達目標　
地球の環境の変化を説明できるようになる。
環境の変化に対応してきた動物の進化を説明できるようになる。
生息場所での進化を説明できるようになる。

評価方法と基準 授業内評価40％、定期試験60％

授業計画・内容

担当教員 永山雄一

(　　Biology of  Terrestral Animals   ) 授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

後期

1科目名
（英）

陸上動物
必修
選択

必修選択 年次



60 開講区分

4

回数 日程 授業形態

1 / 講義

2 / 講義

3 / 講義

4 / 講義 イベントの企画について学ぶ

5 / 講義

6 / 講義

7 / 演習

8 / 演習

9 / 演習

10 / 演習

11 / 演習

12 / 演習

13 / 講義

14 / 講義

15 / 講義

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　動物園マネジメント　学文社

試験

振り返り

実際に動物導入を企画してみる①
レッサーパンダ（国内）

企画書を作成する

実際に動物導入を企画してみる②
スマトラトラ（海外）

企画書を作成する

復習

実際にイベントを企画してみる①
動物のお話し

企画書を作成する

実際にイベントを企画してみる②
動物クイズ

企画書を作成する

実際にイベント企画してみる③
自分で考えて企画

企画書を作成する

八木山動物公園へ：11と12回での演
習のためにパンダとトラ見学と現状
把握

動物園をマネジメントする：動物園の
年間スケジュール

講義範囲を復習する

動物園に関わる法規を理解する 講義範囲を復習する
動物をマネジメントする：個体管理・
台帳

講義範囲を復習する

講義範囲を復習する

動物導入方法について学ぶ①国内 講義範囲を復習する

動物導入方法について学ぶ①海外 講義範囲を復習する

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・テクノロジー科

教員の略歴 東北大学農学部修士修了後、八木山動物公園勤務、2017年副園長で退職、2023年より河北町児童動物園学芸員採用　　

授業の学習
内容

①動物園の運営、動物の管理・導入方法などを学ぶ。②更に、動物園では動物や動物を取り
巻く環境をより多くの人に知ってもらうため、そして集客のために、職員がイベントを企画して
実施している。そこで、テクノロジー専攻の学生は、イベントを実際に企画して実施できるよう
になるためにこの授業を行う。③「進級制作」と関係。

到達目標　
動物関係のイベントのマネジメント（企画・実施）が自分できるようにすることと、動物園関係
法規を覚える。

評価方法と
基準

１）定期試験60％　２）授業内評価40％

授業計画・内容

担当教員 阿部敏計

(ManagementⅠ ) 授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

通年

1科目名
（英）

マネジメントⅠ
必修
選択

必修選択 年次



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

　　【使用教科書・教材・参考書】　各回配布資料

各巻末資料の「まとめ」を解説する。

記述テスト

試験結果の質疑・回答および解説

　　準備学習　時間外学習 授業予定テーマの予習および各巻末まとめ問題の復習

原始的な条鰭類を知る。 　　　　　　　〃

現生硬骨魚類を知る。 　　　　　　　〃

　　　　　　　〃 　　　　　　　〃

浮力調整機能について知る。 　　　　　　　〃

現生円口類と大量絶滅の相関を知る。　　　　　　　〃

現生レリック（遺存種）を知る。 　　　　　　　〃

体形の種類や体色を知る。 　　　　　　　〃

浸透圧調整や鰓の機能を知る。 　　　　　　　〃

側線や母川回帰について知る。 　　　　　　　〃

種名・学名・和名の分類を知る。 配布資料巻末の「まとめ」を各自復習

命名規約、系統樹を知る。 　　　　　　　〃

基礎的構造や名称を知る。 　　　　　　　〃

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・テクノロジー科

教員の略歴 民営、公立、公営の3形態の水族館に勤務、展示・教育普及部門を経験する。　学芸員有資格者

授業の学習内
容

水圏（海洋域・陸水域）にひろく分布する魚類の形態学、系統分類学、生態学を
総論と各論で学び、間口の広い理解力を培う。
近年、従来の定説が覆される事例も多いので最新の調査研究結果も紹介しながら授業を進
める。

到達目標　

①魚類生物学的諸研究の最新事情を把握する。
②分類学　リンネ式学名の成り立ち、運用について理解を深める。
③系統学　分類上の発展的な位置を確認する。
④産業・生態的に重要と考えられる分類群は特に取り上げて知見を得る。

評価方法と基準

記述試験６０％   授業内評価４０％
（記述試験 　：理解度、解説・文章力を評価）
（授業内評価：受講姿勢、発言および出席率を評価）

授業計画・内容

担当教員 岡村淳市

(　　 Fish　Biology        ) 授業
形態

講義
演習

総時間
（単位）

前期

1科目名
（英）

魚類研究　　
必修
選択

必修選択 年次



60

4

回数 日程 授業形態

1 / 講義

2 / 講義

3 / 講義

4 / 講義 野生動物管理とはなにか

5 / 講義

6 / 講義

7 / 講義

8 / 講義

9 / 講義

10 / 講義

11 / 講義

12 / 施設見学

13 / 講義

14 / 試験

15 / 講義

科目名
（英）

野生動物管理学
必修
選択

必修選択 年次 担当教員 阿部敏計

(Wildlife management ) 授業
形態

講義、演習
総時間
（単位）

開講区分 通年

2

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・テクノロジー科

教員の略歴 東北大学農学部修士修了後、八木山動物公園勤務、2017年副園長で退職、2023年より河北町児童動物園学芸員採用　　

授業の学習
内容

①生物多様性や野生動物の社会的問題、管理などの知識、技術を学ぶ。

到達目標　 日本に生息する代表的な動物の生態や管理を習得する。

評価方法と
基準

１）定期試験60％　２）授業内評価40％

授業計画・内容

ニホンジカの生態と社会的課題 講義範囲を復習する

生物多様性 講義範囲を復習する

バイオームと絶滅 講義範囲を復習する

日本の哺乳類の特徴 講義範囲を復習する

講義範囲を復習する

野生動物管理の進め方 講義範囲を復習する

野生動物管理に関わる法律 講義範囲を復習する

イノシシの生態と社会的課題 講義範囲を復習する

クマの生態と社会的課題Ⅰ 講義範囲を復習する

クマの生態と社会的課題Ⅱ 講義範囲を復習する

ニホンザルの生態と社会的課題Ⅰ 講義範囲を復習する

山形県河北町児童動物園見学 見学レポート

復習

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　　実践野生動物管理学　鷲谷いづみ

試験

振り返り 後期に向けて



30 開講区分

(２) 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 演習 屋外水族展示と養殖の歴史を知る。

7 演習

8 演習 専門分野の研究所兼展示施設　

9 演習

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

科目名
（英）

博物館学概論Ⅰ　　
必修
選択

悲愁選択 年次 担当教員 岡村淳市

(MuseologyⅠ  ) 授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

前期

2

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ 動物園・水族館テクノロジー専攻

教員の略歴 民営、公立、公営の3形態の水族館に勤務、展示・教育普及部門を経験する。　学芸員有資格者

授業の学習内
容

博物館の歴史や現状を紹介し、社会における存在意義を理解する。
総論と各論を学び、間口の広い理解力を培いつつ、学芸員有資格の取得へ向けて、その方
法なども情報提供していく。

到達目標　
①自然科学や環境素材を扱かう博物館での活動に従事できうる知識や情報を得る。
②近年、要求されつつある教育系展示施設への進路選択の一助にすることも目指す。

評価方法と基準

記述試験６０％   授業内評価４０％
（記述試験 　：理解度、解説・文章力を評価）
（授業内評価：受講姿勢、発言および出席率を評価）

授業計画・内容

目的、機能、存在意義について 配布資料巻末の「まとめ」を各自復習

国外博物館の主な出来事を知る。 　　　　　〃

国内博物館の主な出来事を知る。 　　　　　〃

各メディアの種類や形態を知る。 　　　　　〃

運営形態や仕組みを知る。 　　　　　〃

学芸員制度と取得方法を知る。 　　　　　〃

事前配布の調査表、作成・提出

〃 　　　〃

　　　〃

〃 　　　〃

情報提供と活用方法を知る。 配布資料巻末の「まとめ」を各自復習

業界とメディアの関係性を知る。 　　　　　〃

各巻末資料の「まとめ」を解説する。

記述テスト

試験結果の質疑・回答および解説

準備学習　時間外学習 授業予定テーマの予習および各巻末まとめ問題の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　各回配布資料


